
マイクロスプレーバルブ787MS-SSシリーズ
メンテナンス・パーツガイド

重要！ 
このガイドは大切に保管して
ください。
このガイドは、メンテナンス 
管理者にお渡しください。

ノードソンEFDの取扱説明書のpdf
ファイルは、www.nordsonefd.com/jp 
からダウンロードできます
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バルブの分解組立手順

バルブのメンテナンス
接液ボディーを完全に洗浄し、ニードルパッキンを交換す
るには、下記の手順で行ってください。

1.	 液剤供給口とノズルアダプターを取り外す。

2.	 シリンダーボディーから接液ボディーを取り外し、O
リングを取り外す。

3.	 接液ボディーからパッキンを取り外すには、
＃7021552の工具を使用する。

4.	 残っているパッキン、バネを全てニードルから取り
外す。

5.	 メンテナンスキットに入っている溶剤で湿らせた布
でニードルをふきとり、＃865ジェル状潤滑剤で潤
滑する。ニードルパッキンアッセンブリを潤滑し、再
度取り付ける。

6.	 接液ボディーに潤滑した新しいOリングを取り付
け、シリンダーボディーにチャンバーを取り付ける。

7.	 液剤供給口が正しい方向に向くように接液ボディ
ーを回す。ボディー取付用スクリュー（2個）を取り
つける。トルクは、1.58N•mに設定する。

8.	 ノズルアダプターとシートアッセンブリーを再度取
り付ける。

損傷を防ぐために、バルブは液剤吐出口側から分解してく
ださい。

注意

ピストン / ニードルアッセンブリー、
ピストンOリングの取り替え
9.	 ストローク調整リングを取り外す。

10.	ピストン戻りバネとスラストワッシャーを取り外す。

11.	スナップリングを取り外す。

12.	ピストン / ニードルアッセンブリーを、スプリングパ
イロットの小さいプライヤーとともにシリンダーボデ
ィーから引き出す。ピストン / ニードルアッセンブリ
ーは、1つのユニットで、分解はできません。

13.	シリンダーボディーの壁を洗浄し、ピストンOリング
を取り替える。汎用メンテナンスキットに入ってい
る＃865ジェル状潤滑剤で潤滑する。

14.	分解したのと逆の順番で、バルブを再度組み立て
る。
注意：パッキンスプリングを再度取り付ける前に、シ
リンダーニードル下部のOリングがもとの位置に戻
っていることを確認してください。

メンテナンス用工具
•	 6インチモンキーレンチ
•	 スナップリングプライヤー
•	 パッキン抜き取り工具（#7021552）
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センタリング
エアキャップ 
316L-SS

チップセンタリングガ
イド303-SS

チップ芯出しガイド（エアキャップ芯出し用）
チップセンタリングガイドにより、重要なスプレー用途にお
いて塗布ニードルの適切な位置合わせが保証されます。チッ
プセンタリングガイドキットには、(2) ステンレス鋼センタ
リングガイドと、(1) 27 および 33CH ゲージ汎用チップ用
の交換用センタリングエアキャップが含まれています。セン
タリングガイドは 4 個パックでもご利用いただけます。チ
ップのサイズに応じてご注文ください。

部品番号 説明 ゲージ
7027944 チップセンタリングガイド 27/33
7029405 チップセンタリングガイド（4個パック） 23
7029406 チップセンタリングガイド（4個パック） 25
7027985 チップセンタリングガイド（4個パック） 27/33
7029407 チップセンタリングガイド（4個パック） 30
7029408 チップセンタリングガイド（4個パック） 32
7027984 センタリングエアキャップのみ(チップセ

ンタリングガイドに対応)

部品番号 説明
7029409 センタリングエアキャップ付き787MS-

SSバルブ
チップセンタリングガイドに対応。 ス
プレー チップ キット、エア ホース、
液体インレット フィッティング、バレ
ル リザーバー、およびリザーバー圧力
用のアダプター アセンブリが含まれて
います。

7012549 787MS-SSバルブ
先端センタリング ガイドは使用できま
せん。

7012253 メンテナンスキット
全てのOリング、ニードルパッキン、
＃865ジェル状ナイ潤滑剤のキット

交換部品
**�基本メンテナンス キットに同梱 (#7012253)

スクリュー, 6-32 x 3/8" 
#7023457

ピストン・ニード
ルアッセンブリ

#7360588

ピストン戻しばね
#7014682

**�ノズルOリング 
(バイトン) 
#7014765

液剤供給口継手
�#7021867

**�ニードルパッキ
ンアッセンブリ 
#7012253

エアーシリンダー
ボディー
#7012556
(ステンレス)

液剤ボディ
(ステンレス) 
�#7021827

スラストワッシャ
#7014862

ストロークコント
ロールノブアセ
ンブリ
#7021267

ピストン止め輪
#7021389

スラストワッシャ
#7014862

4MM OD 
ウレタンチューブ:

黒 #7008007 
白色 #7008006

ノズルアダプター、マイクロスプレ
#7012551

丸いエアキャップ、マイク
ロスプレ

#7366482

エアーキャップ保持ナット
(ステンレス)
#7021599

ワンタッチ継手 
10-32 x 5/32

#7007019

クイックコネクトフィッ
ティング、3/32 バーブ、

黒#7016635

**Oリング
(バイトン)

#7014684

楕円形用エア
ーキャップ

#7029609
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トラブルシューティングガイド
液剤が吐出されない

•	 バルブ駆動エアーの圧力が低すぎる場合、バルブは開きませ
ん。エアー圧を最低でも 0.48 MPa （70 psi）まで上げてく
ださい。

•	 シリンジ・液剤タンクのエアー圧が充分でない。エアー圧を上
げてください。

•	 ニードルストローク調整が閉じている。ストローク調整を開い
てください。

•	 液剤が接液ボディーあるいは、ノズルアダプターに詰まってい
る。バルブを洗浄してください。

•	 ノズル保持ナットが完全に締まっていない。ナットを締めてく
ださい。

液垂れ
•	 ノズルアダプター / シートアッセンブリーを取り外し、ニード

ルを洗浄し点検してください。ノズルを取り替えてください。
•	 ノズルのゲージが23より大きいものは使わないでください。

ドレイン穴から液剤が漏れる
•	 バルブ側のドレイン穴から液剤が漏れる場合は、ニードルパ

ッキンが摩耗している可能性があります。ニードルパッキンを
取り替えてください。

ドットが一定でない
•	 ドットが一定でない場合は、バルブ駆動エアー、シリンジへの

エアー圧が変動しているか、バルブ駆動エアーが0.48 MPa 
（70 psi）より低い可能性があります。駆動エアーが0.48 
MPa （70 psi）以上であることを確認してください。

•	 バルブ開放時間は一定である必要があります。バルブコント
ローラーの出力が一定であるか確認してください。

ノズルの先から液剤は出るが、スプレーにならない
•	 ノズルエアー圧が低すぎる。エアー圧を上げてください。
•	 ノズルとエアーキャップの間のエアーの通路が塞がれている。

エアーキャップを取り外し、エアーキャップを洗浄、ノズルを
取り替えてください。

•	 液剤の粘度が高すぎる場合は、霧化しません。液剤の粘度を
低くしてください。

キャリブレーション
787MS-SSのストローク調整は、0の位置で調整され、工場から
出荷されています。ノズルを取り替えると、ノズルのわずかな違い
により、ストロークコントロールを再調整する必要があります。
再調整の方法

1.	 現在のストローク設定の数値を記録する。

2.	 調整ノブ（内側）を反時計回りに、1回転させる。

3.	 新しいノズルを取り付け、保持ナットが完全にしまっているこ
とを確認する。

4.	 ストローク調整ノブ（外側）を0位置で止まるところまで時計
回りに回す。

5.	 調整ノブを時計回りに、止まるまで回す。ストローク調整は、0
に調整される。

6.	 で記録したポジションにストロークを再設定する。ストローク
目盛リングを再設定、あるいは、0にリセットする必要がある
場合は、下記の手順に従ってください。

a.	 ノズルが取り付けられている場合は、取り外す。

b.	 小さいノブを反時計回りに、1回りさせる。

c.	 大きなノブを時計回りに、止まるまで回す。もし、目盛の0
がインデックスマークとずれる場合には、下記の手順に従
ってください。

d.	 目盛リングに付けられている小さい固定用ネジを緩める。

e.	 目盛リングをシリンダーボディーの0位置に合うまで回転
させる。

f.	 小さい固定用ネジを締め、目盛リングの位置を固定する。

g.	 ノズルを取り付け、調整手順3-5を行ってください。


